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はじめに

　公益社団法人小さないのちのドアでは一日に 30 ～
70 件の予期せぬ妊娠相談を受ける。10 代などの若年
からの相談が多く、24 時間体制で胎児や新生児、ま
た命を宿した女性に寄り添っている。
　日々寄せられる予期せぬ妊娠相談を受けるたびに、
いのちと性の大切さを伝える性教育の必要性を痛感
する。筆者は 2000 年に性教育グループ「いのち語り
隊」を立ち上げ、翌年より阪神間を中心に、年間約
150 か所で講演活動をしているが、この働きを 2022
年より小さないのちのドアの傘下に移して、予期せぬ
妊娠の予防としての性教育にも力を入れている。また
2024 年度には、兵庫県から Z 世代のプレコンセプシ
ョンケアを受託し、県下の高校、専門学校、大学を対
象に、将来を見据えた情報発信としての性教育を行っ
ている。

　これらの働きを通して見えてきた若者の性の実態と
今必要とされる性教育について述べる。

小さないのちのドアの理念と沿革、
活動について

小さないのちのドアでは「最も小さないのちである胎
児と新生児、また弱い立場にある女性が最も大切にさ
れる真に豊かな社会を目指す」ことを理念としている。
　日本は中絶大国と言われるが、おびただしい数の胎
児が生まれることなく人工妊娠中絶によってそのいの

予期せぬ妊娠相談から見える若者の性
行き場のない妊産婦支援を通して

公益社団法人小さないのちのドア代表理事 永原 郁子

小さないのちのドアの 3つの働き
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図表１　相談件数の推移

ちを絶たれている。そればかりか中絶によって心身に
傷を負う女性も少なくない。また新生児の殺害遺棄事
件も後を絶たない。このような問題に対応するべく、
小さないのちのドアでは予期せぬ妊娠相談を 2018 年 9
月にスタートさせた。当初、日本において 24 時間体制
の相談窓口は少なく、全国からの相談に応じてきた。
　また 2020 年 12 月に相談の受け皿であるマタニテ
ィー専用のホーム「Musubi」を建築し、住む所のな
い妊産婦のための生活自立支援を始めた。
　これらの活動は国に制度がなかったため、すべて民
間の力だけで運営してきたが、2021 年度に兵庫県と
神戸市より妊娠 SOS 事業として、2022 年度に特定妊
婦等居場所確保・自立支援事業として受託した。また
2024 年度には児童福祉法改正に伴って法定事業「妊
産婦等生活援助事業」として受託する運びとなった。

小さないのちのドアの仕組み

　小さないのちのドアには相談支援部門、母子支援部
門、生活支援部門、事務局の４つの部門がある。相
談支援と母子支援のスタッフは国家資格を有する者
で構成している。また多職種での支援を行っている。
助産師、保健師、看護師（産科・小児科経験者）、社
会福祉士、臨床心理士、保育士、調理師、経理事務、
Web デザイナー。またアドバイザーとして顧問弁護
士、顧問医師（産婦人科、精神科、心療内科）のサポ
ートがある。
　勤務体制は日勤が５～７名、夜勤が２名であるが、
必ず医療職と他の職種とのペアで働く。また陣痛が起
こってきたときや緊急時の対応を考えて、２名の医療
職の待機スタッフがいる。小さないのちのドアを開け
ば、これらの多職種の専門家が相談者の傷ついた心に
寄り添い、必要に応えようと待っている。

予期せぬ妊娠相談の実際

（1）相談件数と内訳等

　小さないのちのドアを開所してから 2024 年８月
までの６年間の相談件数は 65,898 件、相談者数は
16,206 人であった（図表１）。
　2020 年５月から８月まで相談件数が急増した。こ

れはコロナ感染対策のため第１回目の緊急事態宣言が
発令された時期と重なる。多くは 10 代の子どもたち
からの「妊娠したかもしれない」という妊娠不安の相
談であった。その後９月ごろから相談件数は落ち着い
たが、その後も徐々に増加傾向が続いている。
　相談者の内訳としては本人からが 84.8％と大多数で
あるが、パートナーなど男性からの相談も 9.9％と一
定数受けている。
　相談者の年代は 10 代と 20 代で 53.6％と半数以上
となるが、不明の 32.2％も若年層からの相談が多くを
占めると思われる。
　相談の時間帯は平日の日中は 22.8％。その他は行政
や病院との連携が困難になる休日の日中（10.6％）や
夜間（66.6％）であった。
　相談のツールは Line が 77.4％、電話が 16.3％でこ
の２つでの相談が多数を占める。来所、面談は合わせ
て 2.2％と少数であるが、その中には緊急性の高い相
談の場合があり、24 時間来所が可能な「ドア」を設
置した意味は大きい。
　婚姻関係としては既婚が 10.9％、未婚が 64.6％であ
った。未婚者からの相談が大半であるが、既婚者から
の相談の中には DV や離婚、不倫などの問題が含ま
れるケースも見られた。
　相談の内容は妊娠が確定していない時期の緊急避妊
や妊娠疑いが最も多く 56.0％で半数以上である。また
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妊娠が確定した後の思いがけない妊娠相談が 12.0％。
人工妊娠中絶の相談は 4.3％と割合としては少ないが、
中絶する前の相談、中絶した後の相談、どちらにして
も内容は深刻である。

（2）継続支援の必要性・緊急性のある相談について

　開始した 2018 年９月１日から 2024 年８月末の６
年間で妊娠中期以降の未受診妊婦からの相談が 256 人

（3.6 人╱月）。未受診で陣痛が起こっている状態での相
談が 25 人 （4.2 人╱年）。未受診かつ生まれた直後の相
談が 11 人 （1.8 人╱年）であった。未受診で陣痛が起
こっている、または生まれた直後の相談は合わせて２
か月に１度の頻度で受けているが、今のところすべて
の母子のいのちを守り、病院と行政に繋いできた。
　こども家庭庁の専門委員会が発表した、第 20 次

（令和４年）の検証結果によると、19 歳以下の虐待死
は 56 人（心中をのぞく）で、年齢別でみると０歳児
が最も多く、25 人（44.6％）であった。なかでも０
か月０日（誕生当日）の虐待死が１日で９名と最も多
く、０か月（生後１か月以内）では 15 名となってい
る。平成 15 年～令和４年の０日の虐待死の加害者は
92.7％が実母または実母と実父で、年齢は 10 ～ 20 歳
代。医療機関での出産は０人であったが、小さないの
ちのドアが受ける相談のうち、未受診でかつ陣痛が起
こっているケースや出産直後のケースは、このような
事件になりかねない状況であったと言える。

（3）人工妊娠中絶に関する相談

　厚生労働省が公表した衛生行政報告例によると、令
和５年度の中絶の届け出件数は 126,734 件であった。
数年来、減少傾向であったが、増加に転じ、前年度よ
り 4009 件（3.3％）の増加であった。ただし、10、20
代の届け出件数は年々増加の一途をたどっており、令
和５年度は前年より 4,213 件増の 70,479 件であった。
１日に 195.8 件の中絶が届けられている計算になる。
　小さないのちのドアへの中絶に関する相談は 4.3％と
数は少ないが、内容は深刻である。予期せぬ妊娠で、
中絶を考えているという相談に対しては話のタイミン
グを見計らいながら中絶の心身のリスクを伝える。ま
た中絶以外の産み育てる選択、出産後児を託す選択な
どを提示し、それぞれのシミュレーションを描くこと
を助ける。いずれにしても本人の決定を支える。

　中絶後の相談もある。「妊婦を見ると憎い」「赤ちゃ
んのことを思うと眠れない」「友だちから人殺しと言わ
れた」「こんな私は生きている資格がない」など重い言
葉が続く。社会生活ができなくなったというケースや
精神科に通い始めたというケース、また自殺が心配さ
れる相談もある。

行き場のない妊産婦支援

　予期せぬ妊娠相談の中には、住むところがない、
頼る人がいない妊産婦からの相談がある。このよう
な相談の受け皿としてマタニティー専用のホーム

「Musubi」を建築した。2020 年 12 月から入居を始め
たが、2023 年 8 月までに 61 名が入居した。衣食住を
無償で提供している。成育歴において愛着、信頼など
の基本的人格形成が脆弱なため、予期せぬ妊娠に伴う
課題は複雑で重層的である。そのため温かな環境と心
のケアを欠くことはできない。いつでも話を聞く体制
を整え、寄り添い・受容する姿勢が大切で、決して否
定しない。ジャッジしない。不必要にコメントしない
向き合い方を大切にしている。
　過ごしやすい場の提供として、Musubi カフェの実
施や、食べたい料理や好きな料理などを献立に取り入
れたり、希望により一緒に料理やお菓子作りをする。
また自立に向けた支援として基本的生活習慣を身につ

マタニティー専用のホーム「Musubi」
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けるための手伝いや家事育児等の助言や手本を示すな
どを心がけている。具体的な支援として就学、就労支
援や住居設定の手助けをしている。

予期せぬ妊娠を予防する働き―性教育

　予期せぬ妊娠相談のなかで中高生や大学生、専門学
校生からの相談を受けるたびに、前もって話をする機
会があれば防げたかもしれないという思いに駆られる。
　そのための活動がアウトリーチと性教育であるが、性
教育活動について沿革や基本的な考え方などを述べる。

（1）性教育グループ「いのち語り隊」の働き

　筆者は 2000 年に性教育グループ「いのち語り隊」
を立ち上げ、阪神間を中心に就学前の幼児から大学
生、そして教職者や保護者の方々を対象にいのちと性
の大切さを年間 150 か所で伝えている。
　活動のきっかけは、活動開始の３年前の 1997 年、
神戸の須磨区で発生した連続殺傷事件である。中学３
年生の男子生徒が相次いで小学生５人を殺傷し２人が
死亡、２人が重軽傷を負うという日本を震撼させた事
件である。その３年後の 2000 年には佐賀のバスジャ
ック、岡山の金属バットで母親を殺害するという少年
犯罪がたて続けに起こった。
　筆者は地域のなかで母子に密着して助産師としての
活動を行うことを目指して、1993 年に神戸でマナ助
産院を開業した。生まれる力、産む力を最大に引き出
すお産を手掛けて、2023 年に分娩を中止するまでに
2,243 人の赤ちゃんを取り上げてきた。
　赤ちゃんが狭い産道からこの世に誕生したときの
初々しいエネルギーに満ちた輝きは何にも勝る。あの
子もこの子も等しく、優劣なく輝いて生まれてくるの
である。それぞれにこの世で果たすべき役割を与えら
れて生まれてくるかけがえのない尊いいのちである。
　ところがわずか十数年で生き方が大きく違ってく
る。自己実現に向かって自立の準備をしている子もい
れば、非行に手を染める子もいるのである。相次ぐ少
年犯罪の報に触れ、助産師として子どもたちに伝えな
ければならないメッセージがあると突き動かされて性
教育活動を始めた。
　そのメッセージとは、「あなたはお母さんが一生懸
命お産みになったいのち、またあなた自身が一生懸命

生まれようとして誕生したいのち。歴史を振り返って
も未来にも、世界を見てもあなたと同じ人は一人もい
ない固有のかけがえのないいのち。あなたしか経験の
できない人生を背負って誕生したいのち。この世に必
要とされて生まれてきたいのちである」ということで
ある。
　いのちの大切さと同時に助産師は性の大切さも語る
ことができる。いのちの誕生は性の延長線上にあるか
らである。この２つはまさしく、今、若者が抱えてい
る問題と一致する。

（２）「いのち語り隊」の基本的な考え方

　性教育を大きく３つの要素にまとめる。まず初潮や
精通、射精などの生理教育。次に性交や受精、妊娠、
出産、中絶などの生殖教育。そしてプライベートゾー
ンや月経、マスターベーション、性行為、性感染症な
どの処置教育である。　
　一方、いのちの学習は人生観や生と死について、円
満な人間関係、愛すること、愛されること、自己実現
に向けての生き方など大切ないのちをいかに生きるか
という学びである。
　この２つの学習をリンクさせて話すことによって、
どちらの学習効果も期待できるのが「いのち語り隊」
の性教育の特徴である。例えば、初潮や精通現象など
の二次性徴を、解剖生理の知識だけではなく、大人に
なる準備が始まったと意識づけること。また急激に変
化する身体に対して、心や社会性などの成長は緩やか
であること。これらは WHO が定義した健康の要素
であるが、これらがバランスよく成長するためのアド
バイスを加えることで、二次性徴と生きる学習をリン
クさせて話すのである。
　また、「二次性徴を迎えたら自分の持っているいの
ちの元が赤ちゃんになることができるわけだが、赤ち
ゃんになる前にすることがある」と話すこともある。
　それは、収入があること、赤ちゃんを迎える環境

（家、部屋など）を整えること、心の準備も大切、な
によりもベストパートナーと出会うという大切なこと
があると話す。
　小さないのちのドアには妊娠反応陽性だったという
相談が日常的にやってくるが、筆者は相談者に２つの
問いかけをする、「あなたは彼と一生を共にしようと
考えているか」ということと、「お腹に宿った小さな



5

現代性教育研究ジャーナルTHE JAPANESE ASSOCIATION FOR SEX EDUCATION

いのちに対してあなたはどう向き合うか」ということ
である。この２つは別に考えることが大事である。先
の問いに対しては一生を共にしようと考えるパートナ
ーとの妊娠ではないことのほうが多いのである。
　ベストパートナーと出会うことは人生を幸せに構築
するために重要なことである。そこでベストパートナ
ーとはどんな人かということや、愛について考えると
いう学びに導く。これは人間関係の築き方にも通じる
学びでもある。
　この内容は就学前の幼児の劇仕立ての性教育のなか
にも含まれる。パペットの５歳児の太郎君と花子ちゃ
んが助産師に聞くのである。「ぼくのいのちのもとは
いつ赤ちゃんになるんですか。助産師さん教えてくだ
さい」と。そこで助産師は「まずは大人になって、自
分でお仕事したお金でお買い物ができるようになるこ
と。そして一緒に仲良く暮らしましょうねと思える人
と出会うこと。そのことを周りの人たちに喜んでもら
って結婚して、赤ちゃんを育てる準備が整ったら…」
と答える。

（3）「いのち語り隊」の語る項目

①誕生の喜びを伝える
　お産の仕組みや、赤ちゃんは小さな存在だが大きな
幸せを持って生まれてくるなど、すべての誕生を肯定
する言葉で伝える。
②思春期を支える
　思春期の話は小学４年生から中学１年生くらいまで
で話すことが多い。
③愛すること

　「愛の心とは？」や「この人と恋愛してもいい？」と
いう切り口で、愛ある 3 つの生き方を話す。１つは自
分のことのように相手を大切にしたいと思うこと。２
つ目は相手の気持ちをわかりたいと思うこと。３つ目
は相手を元気づける心と言葉を持っていることである。
④セックスについて
　予期せぬ妊娠相談を受けていると、愛があればセッ
クスするのが当たり前という考えが主流ではないかと
思えてくる。確かにセックスは愛のコミュニケーショ
ンであるし、喜びでもある。しかし新しいいのちが生
まれる可能性があることを忘れてはならない。どんな
避妊も 100％はない。
　小さないのちに責任が持てるかどうか考えてほし
い。高校、大学での講演では、もし「愛しているなら
セックスして当然」などという言葉を耳にしたら「本
当にそれでいいのか」という側に立って発信してほし
いと呼びかけている。
⑤受精の神秘と驚くべき胎児の成長と能力
　中絶の相談のなかで「まだ固まりのうちに」という
言葉を聞く。まだ人間の形になっていないときに手術
を受けたいということである。もちろん、妊娠がわか
ったときには人間の形をしており、指紋もある。何よ
りも受精の瞬間、受精卵が輝くということが 2014 年
ノースウエスタン大学のニュースリリースに発表され
た。1991 年に上智大学で開催された国際生命尊重会
議で胎児の人権宣言が採択され、この日が『世界生命
の日』として制定され、前文には、「人間はひとりび
とりが、受精の瞬間から自然死にいたるまで、生来の
尊厳と固有の価値を有する」と書かれている。いのち
の神秘とすばらしさを語りたいものである。
⑥性感染症と人工妊娠中絶

　図表２　「いのち語り隊」の基本的な考え方　
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　セックスは本来すばらしいものであるが、セックス
のこの２つの負の部分を語らなければならない。恐怖
心を煽るのではなく事実を伝えたい。また性感染症や
中絶を経験したものが辛い思いをすることがないよう
に配慮したい。むしろ、この経験をした自分だからこ
そ！の人生を歩みだしてほしいと願いながら話す。
⑦生きるとは
　就学前の子どもや小学生にはいのちを大切にする生
き方という話をする。１つ目は自分のいいところを誰
かの喜びのために使う。２つ目はお友だちを大切にす
る。３つめは一日のなかで良かったことを探す。
　また生まれたということは必ずこの世を去るときが
来る。人は死んだらどうなるかと考えることは、死ん
だ後の問題ではなく、どう生きるかという問題だと話
すこともある。

（4）子どもたちの講演後の感想

　感想文からは、子どもたちは性の知識だけでなく、
自らの生き方を考えることができていることが伺え
る。感想文に書かれた言葉を紹介しよう。
①性教育の講演を聞いた後の中学生の感想文

○�未熟なまま大人になるべきではない。自分の人生を
計画し、尊重しなければならないと思う。それは自
分だけでなく、家族、友人、親戚のためでもある。

（中 1）
○�軽い気持ちで性行為をすることが“なぜダメなの

か”ということについてよくわかりました。すごく
共感できました。（中 2）

○�一番心に残ったのは「命は応援されている」という
言葉です。人は皆、希少価値があり、生きることを
応援されているものだと思いました。心から愛する
ことのできる人と出逢い、経済的にも自立ができる
ようになったら、私もいつか良い母親になりたいと
思いました。（中 3）

○�自分の命をつなぐということについて、とても考え
させられた時間だった。（中 2）

○�これからの未来にもこれまでの過去にも決して二つ
と存在することのない私。今持っている生命の全て
を最大限活用していきたいです。（中 3）

○�僕たちはただ何気なく生きるのではなく、自分以外
の誰かに喜びを与えることができる生き方をしなけ
ればと思った。（中 3）

②性教育の講演を聞いた後の高校生の感想文

〇�相手の人生に対して責任を持つ決意こそが愛であ
る。

〇�中絶は生まれてくる子供だけでなく母体にもかなり
のダメージを負わせるので、中絶をせざるを得ない
という選択をしなくてもいいように…。

〇�男女の関係は一歩間違えれば、人生を大きく変えて
しまうものであることを改めて感じました。

〇�愛という、漠然とした概念の深さを実感しました。
“愛”と“依存”の違いや、“愛”と“欲”の違いは、
本人たちふたりが、いちばん気づきにくい差であり
ながら、とても大切なズレでもあると思いました。

〇�好きと愛するの違いがわかりました。私は自分磨き
を極めようと思いました。あとは結婚って難しいな
と思いました。

〇�男性にいろんな条件を求めるのではなく、自分から
も大きな愛を持って相手を大切にできる人になりた
いです。幸せな家族をつくることができればいいな
と思いました。

まとめ

　性教育を始めて 25 年となるが、毎回、緊張のなか、
新鮮な気持ちでマイクを持つ。性教育は知識を伝える
だけではなく、語る者の心を伝えることだと考えてい
る。助産師は目の前にいる子どもたちがどんなに一生
懸命生まれてきたのかを容易に想像することができ
る。だから幸せになってほしいのである。幸せな人生
を築くための言葉をちりばめながら、いのちと性の大
切さを語るのである。子どもたちはそれをしっかりと
受け止めている。むしろ大人が真剣に語ることを子ど
もたちは待っている。
　大人は子どもたちに真剣に語る責任がある。予期せ
ぬ妊娠相談をしてくる若者や新生児の遺棄事件を起こ
した女性を非難する前に、大人として子どもたちにど
れだけ真剣にいのちのこと、性のことを語っているか
を自らに問いたい。

【文献】
・�こども家庭庁 (2024）、こども虐待による死亡事例等の検証結

果等について（第 20 次報告）
・厚生労働省（2023）、令和 5 年度衛生行政報告例の概況
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　はじめに

　SEE（Sexuality Education and Empowerment）
では、国内外の専門家や実務家との交流と連携を図り
つつ、性教育の活性化を目的としたさまざまな活動を
展開している。SEE 性教育アカデミーでは、性の教
育や支援の基盤である「安全な場」づくりに取り組
み、研修にも「対話」を積極的に取り入れている。
　2025 年２月８日（土）、大阪府豊中市の「とよなか
男女共同参画推進センターすてっぷ」を会場に開催さ
れた研修も、〈性的同意〉をキーワードに、ゲスト講
師と参加者がサークルになり、お互いの声に耳を傾け
る座談会形式で進められた。参加者はスタッフを含め
21 名であった。日本性教育協会が協賛した。

　110年ぶりの刑法改正のポイント

まず、スクールロイヤーでもある笠原麻央弁護士（大
阪弁護士会）によるミニ講義がなされた。スクールロ
イヤーとは、学校で発生する問題について、法律に基
づいて助言や指導を行う弁護士であり、笠原氏は「性の
問題に対する専門家ではない」と前置きした上で、自
己紹介にかえて、児童生徒間における性暴力などに対
応してきた経験（加害と被害の両方を扱わなければなら
ない学校の立場や役割の難しさ）について語った。
　本題である「性的同意」をめぐる法解釈について
は、110 年ぶりの大幅改正となった 2017 年と 2023 年
の改正それぞれのポイントがわかりやすく解説された

（右図）。図にはないが、性的同意年齢が 13 歳から 16
歳に引き上げられたことも大きな改正点であった。
　直近の 2023 年の改正では、改正前の強制性交等罪
と準強制性交等罪が統合される形で、「同意しない意
思を形成し、表明し若しくは全うすることが困難な状
態」における性交等が性犯罪であると明確にされた。

「同意」に関して 8 つの要件が設けられたことも大き
な変更点だが、法曹関係者からは、従来から暴行・脅

◉SEE性教育アカデミー2024・報告

みんなで話そう「性的同意」座談会

迫の強度自体だけが問題にされていたわけではなく、
「被害者の心理状態を考えれば、その程度の暴行・脅
迫がありさえすれば、およそ被害者の同意があること
は想定できない」かどうかが適切に判断されてきたと
いう指摘もある。とはいえ、必ずしもそうとは言えな
い裁判結果もあるのが実情である。
　笠原氏は、性暴力の根絶に向けたひとつの社会の変
化という意味では肯定的に捉えられるが、超えてはい
けない一線が強く示されただけだと指摘し、身体や自
己決定に関する人権の観点から性的同意について考え
る必要性を強調された。

　｢同意モデル」をめぐる欧州の動向

　日本における刑法改正と実際の判例解説に続き、東
優子（大阪公立大学）が、レイプを法的に定義する
際の「同意」の扱いをめぐる議論の動向を紹介した。
アイスランド、スウェーデン、スペイン、クロアチ
ア、ギリシャなど 14 の EU 加盟国では同意モデル
＝「YES（同意）は YES と言われたときだけ」（Only 

SEE共同代表 野坂 祐子・東　優子　



8

現代性教育研究ジャーナルTHE JAPANESE ASSOCIATION FOR SEX EDUCATION

言い難い。性的な場面についても、どこまで自己決定
が保障されたと言えるのか、それを法律に落とし込む
ことの困難さについても問題提起された。
　性に関するコミュニケーションをめぐる言説は、

「男は狼」と歌われていた時代から、「嫌ならはっき
り NO と言おう」というメッセージへ、さらに“Yes 
is Yes”“Yes means Yes”という〈YES アプローチ〉
の動きに変わりつつあり、性犯罪の判決状況にも変化
がみられている。アプローチの変化によって有罪と認
められたものもある一方、「原告の非自発的参加の兆
候が曖昧すぎる」「自発的な自己決定をしていなかった
とは言えなかった」という判断から無罪判決になるも
のもあり、「無辜を罰せず」の原則と同様に、依然多
くの問題をかかえている現状が指摘された。

　今後に向けて

　＃ MeToo 運動によって沈黙を強いられてきた人が
ようやく声を上げることができるようになり、YES
アプローチへと進展してきた。法改正や性教育は、教
育的メッセージとしての重要性が大きいが、法的原則
に落とし込むにはまだ多くの課題がある。笠原氏が述
べたように、法律が先に変わるか、社会の共通認識が
コンセンサスとなって法律が変わるか、その相互作用
を活性化していくために対話方式の研修は意義があっ
たのではないか。
　今回の参加者は、教員、養護教諭、保育士、スクー
ルカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、児童
養護施設職員、児童精神科等の医療従事者、性教育
や性の支援等に関する実務家や活動家、研究者、学
生等、幅広い現場や専門性を有しており、〈性的同意〉
への関心の高さが感じられた。弁護士と身近に話す経
験が初めてという声も多く、「日常の業務で感じる疑
問や困難を話せてよかった」といった感想に加え、よ
り専門的な情報や説明を求める意見もあり、今後の企
画に反映させていきたい。

yes means yes）アプローチが導入されているが、東
欧諸国のほとんどの国とフランス、イタリアを含む
EU11 か国では、暴力や威嚇的な状況に対する抵抗が
依然としてレイプの重要な要素とみなされている。女
性に対する暴力やＤＶを犯罪とする初の指令（ディレ
クティブ）が賛成多数で可決された 2024 年 4 月の欧
州議会でも、同意モデルによるレイプの定義を盛り込
むことには強い反対があり、「同意のない性行為が犯
罪であることの啓発を強める」との妥協案で決着をみ
たという。

　最重要視される「無
む こ

辜を罰せず」原則

　さらに、野坂祐子（大阪大学）と吉田博美（駒澤大
学）が、教育や臨床場面の現状と課題についてコメン
トしたのち、参加者全員で感想や意見を共有した。性
暴力被害者が示す迎合的なトラウマ反応などが理解さ
れにくいこと、目に見えない心の内面が扱われないな
どの問題点を指摘する声があがった。
　笠原氏は、社会の期待やとりわけ被害者側のニーズ
に十分応えられていないという法律の限界を示し、刑
法は国家権力による人権侵害にもなりかねないため、
確実ではなければ罰してはならないという「無

む こ

辜を罰
せず」の観点が最重視されてきた点について言及した。
ただし、法律は社会の認識、価値観、経験則等が成熟
して形づくられていくものであるとともに、国際的な
動向や情報等が法律を定めて社会を変えていくパター
ンもあり、今回の座談会のように、対話を通して社会
変革の〈種〉をまいていくことの重要性を強調した。

　自己決定権と性的コミュニケーション

　笠原氏が、人権の観点から性的同意について考える
必要性から自己決定論や身体的権利を強調したのに続
き、東も社会における自己決定権や「同意」概念の危
うさに言及した。My Body, My Choice（私のからだは
私のもの。自分のことは自分で決める）といったフェ
ミニズムの有名なスローガンに始まり、今日、自己決
定の重要性について Free, Full, and Informed Consent

（自由な環境、十分な情報が保障された上での同意）
が重要とされている。しかし、例えば「性同一性障害
特例法」によるしばりが存在する状況では、トランス
ジェンダーが「自由」に「十分な選択肢」が提示され
た状況で「自己決定」する権利は保障されているとは
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　この４月から読み始めてくださった方、初めまし
て。私は、千葉県の公立中学校で教員をしています。
昨年度１年間、この連載を担当し、私のライフヒスト
リーやカミングアウト、学校教育を変えるために取り
組んできたことなどを書き連ねてきました。連載を継
続するにあたり、昨年度の話の流れの中では取り上げ
られなかったことについて、毎回スポットを変えなが
ら、お伝えしていきたいと思います。
　私は教員として働く傍ら、市民団体「レインボー千
葉の会」の事務局長として、会の様々な活動の企画・
運営の中心を担っています。レインボー千葉の会は、
千葉市におけるパートナーシップ制度の実現を目指し
て2016年に設立されました。
　千葉市のパートナーシップ制度では、性的マイノリ
ティだけではなく事実婚のカップルも含めることが、
全国でも初めてできました。より多様なカップルのあ
り方を受け止め、誰にとっても生きやすい街づくりに
つなげることができました。
　今では、会の活動範囲を千葉県内全域に広げ、より
多くの自治体でパートナーシップ制度、そしてファミ
リーシップ制度が導入されるよう働きかけをしていま
す。制度の導入が実現できたら終わりではなく、その
後のフォローアップに関わり続けることも大切です。
制度の認知度を把握する項目を、市民意識調査に含め
てもらい、周知活動の継続につなげたり、制度がとく
に生きる住宅や医療福祉などの業界団体への説明に力
を入れてもらったりしています。
　パートナーシップ制度を巡っては、日本全体の人口
カバー率が90％を超えるまでになっています（2025年
３月１日現在、公益社団法人Marriage For All Japan
調べ）。そのようななかで、婚姻の平等訴訟に関する
2025年３月 25日の大阪高裁判決では「同性カップル
についてのみ婚姻とは別の制度を設けることは、（中

略）新たな差別を生み出す危惧」があり、「異性カッ
プルと同性カップルの間に生じている不合理な差別を
根本的に解消し得ない」と述べています。これは、パ
ートナーシップ制度の広がりにかこつけた「別の制度
があればよいではないか」という考え方を否定する明
確なメッセージです。
　しかし、パートナーシップ制度を広めてきた努力が
無駄なのかといえば、そうではないはずです。同性カ
ップルに難色を示していた大家さんの対応が、宣誓カ
ードとともに自治体が取り組んでいることとして説明
した途端に、180度変わったというケースも聞いてい
ます。公的な存在である自治体が、パートナーシップ
制度に取り組むことで、様々なあり方のカップルに対
する見方にポジティブな効果を与えたことは間違いあ
りません。
　また、パートナーシップのパートナーシップを広げ
ていくことを要望していった結果、自治体間連携の動
きが広がっています。パートナーとの関係は変わらな
いのに、引っ越しをする際に、なぜか一度パートナー
シップ宣誓証明を返却し、引っ越し先で再度宣誓をす
る必要がなくなることは、民法上の婚姻の扱いに近づ
く意味でも大切だと考えています。
　私の出身地であり、性の多様性に関する施策推進会
議の委員も務めている埼玉県では、この１月にすべて
の自治体で制度を利用できるようになりました。しか
し、自治体によって利用できる行政サービスに差があ
ることがわかっています。
　千葉県内では県北西部に人口が集中しているため、
既に人口カバー率は７割ほどに達しようとしていま
す。それでも、いつでもどこにでもいる性的マイノリ
ティが住む場所によって異なる対応がされないよう、
引き続き未導入自治体へ働きかけ、そして導入自治体
による行政サービスの差がなくなっていくよう働きか
けを続けていきたいと考えています。

　次回は、市民団体として活動を息長く続けていくた
めに、考えたり取り組んだりしていることをお伝えし
ようと思います。

Profile

トランスジェンダーとしての生き方をオープン
にし、公立中学校の教員として生きる。多様な
性のあり方やジェンダー平等の取組を、人権教
育の視点から続けている。

永井　恵（NAGAI  Megumi）

パートナーシップ制度を巡って［第 13 回］
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大切なわたしとあなたの
未来のために

特定非営利活動法人　とちぎみらいwithピア

#25

同じ世代の価値観を共感・共有

昨年（2024年）12月 1日の世界エイズデーをふま
えて、若者に増えている性感染症の予防と若者から発
信する少子化対策（キャリア・ファミリープランニン
グ）を栃木県・宇都宮駅東口交流広場「宮みらいライ
トヒル」で開催しました。日曜の午後ということもあ
り、若者世代に限らず多くの人が興味を持って参加し
てくれました。
実施目的は、①最近の若者の性感染症の動向や情報
を知ることで、自身とパートナーを守る。また、予防
法の実践を学ぶことで、性感染症が身近なものである
ことを理解する。②キャリアを積んで自分の夢を実現
するとともに、愛する人と幸せな家庭を築くために妊
娠・出産の適時期と高齢出産についてのメリット・デ
メリット等の情報を知り、キャリアメイクと妊娠・出
産に焦点を当てた自分の理想とする輝いた未来のプラ
ンを考える、です。
内容は、①予防啓発資料街頭配布（性感染症ミニブ
ックとピア活動紹介およびNPO法人チラシ）、②ユ
ース世代に性感染症が増えている状況に着目し、性感
染症とその予防についてのミニピアエデュケーション
（仲間教育）、③キャリアメイクと妊娠・出産に焦点を
当てた自分の理想とする未来のプランづくりピアカウ
ンセリング講座、④参加者に自分にとっての大切な人
やものをハートの用紙に書いてもらい、レッドリボン
と一緒にクリスマスツリーをディスプレイ、などを行
いました。
同じ世代の価値観を共感・共有する若者（ピアっ子）
が、参加した若者に寄り添い、真剣に語ることで、若
者たちが最後まで一生懸命聞いている姿が印象的でし
た。最後は笑顔になっていることも素敵でした。

子育て世代ピア支援事業

とちぎみらいwith ピアでは、子育て世代を対象に

特定非営利活動法人　とちぎみらいwith ピア
理事長　髙村壽子
ピアサポートによるエンパワメント向上に関する事業を行い、人生の夢を
実現しながら生き生きと健やかに暮らせる未来、社会づくりに寄与するこ
とを目的に支援活動を行っている。
https://www.tochigimiraiwithpeer.jp/  
メール：mirai.withpeer@gmail.com

家族連れで大切な人へのメッセージを

「そうなんだ、妊娠や出産には適齢期があるんだ！」

した支援事業も行っています。主な事業は、①リフレ
ッシュママクラス®・ママおよびパパピアカフェ等の
子育て当事者支援、②子育て世代支援者公開研修会、
③ママ・パパ通信および教材作成などです。

（文責・葭葉敬江、福田　環）
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みやた　かずお
ジャーナリスト。公益財団法人エイズ
予防財団理事、特定非営利活動法人エ
イズ＆ソサエティ研究会議事務局長。

宮田 一雄

11

    ［96］

二度目の100日

ている。日本語ではAPI-Net（エイズ予防情報ネット）
が、２月５日までの主要な動きをImpact of recent U.S. 
shifts on the global HIV response（米国による最近の
政策変更が世界のHIV 対策に与える影響）として仮訳
版で紹介。以後の更新は英文のままだが、UNAIDSの
公式サイトで確認できる（欄外アドレス①参照）。
　一方、エイズ分野における世界最大の専門家組織で
ある国際エイズ学会（IAS）は 2 月 6 日付で 2025 年
の年次書簡『Why HIV could be poised for a monu-
mental comeback（HIV の再拡大を許していいので
しょうか）』を発表している。こちらは公益財団法人
エイズ予防財団とエイズ分野の 3 つの NPO 法人が運
営する情報サイト「コミュニティアクション」が要旨
の日本語仮訳を掲載しているので参考にしてほしい

（欄外アドレス②参照）。
　IAS の年次書簡は例年より短めで、発表時期も少
し早いように思える。個人的な感想で恐縮だが、米国
の新政権が生み出した混乱に対する懸念と切迫感が強
く反映されているからではないかと思う。

《科学と人権を軽視することが成果を後退させ、次の
パンデミックを招くリスクになっています。しかし、
その逆の道を選べば、HIV パンデミックを永久に終
結に導くことが可能になります。青写真もあります》
　その青写真の核としては次の 4 点を強調している。
•人権をまもる
•縮小しつつある市民社会の空間を確保する
•公衆衛生を非政治化する
•国際協力を強化する
　公衆衛生は本来、各国の政策とも深くかかわるもの
だけに、専門家集団による非政治化の指摘は切ない。
国連機関であるUNAIDSは極力、米国批判のトーン
を抑え、一方の IASは現場の危機感を強く反映し、ガ
チンコの対決姿勢で臨もうとしているのではないか。
それぞれの組織の立場を踏まえたうえで、国際的な役
割分担によって何とかエイズ対策の後退を回避し、4
年間のサバイバルをはかっているようにも見える。

　米国の議会には、新政権に対し「最初の 100 日」と
いう猶予期間があることがしばしば指摘される。政権
が交代し、新たな大統領が誕生すれば「まずはお手並
み拝見」ということで就任後 100 日間は表立った批
判をなるべく控え、推移を見守るのだという。
　１月 20 日に就任したドナルド・トランプ大統領の
場合は 2017 年から４年間、政権の座にあり、４年の
ブランクを経て返り咲いたので、「二度目の 100 日」
ではあっても「最初の 100 日」とは言えない。
　トランプ氏はその２期目の就任初日から大統領令を
連発し、セクシュアリティをめぐる暴投的発言もあっ
てエイズ対策の現場は大混乱だった。とくに対外支援
見直しに関する大統領令の影響は大きい。「アメリカ・
ファースト」という大統領の方針に沿った支援かどう
かを精査するため、すでに実施中の資金拠出も 90 日
間の即時凍結とされたからだ。
　米国の超党派の看板政策として2003年の創設以来、
世界の HIV 陽性者の治療支援に大きく貢献してきた
米大統領エイズ救済緊急計画（PEPFAR）も当初は
凍結の対象になっていた。
　国連合同エイズ計画（UNAIDS）によると、PEPFAR
のプログラムはアフリカを中心に55か国で実施され、
2000 万人を超える HIV 陽性者がいまも抗レトロウイ
ルス薬による治療支援を受けている。その 2000 万の
人たちは支援の凍結により生存に不可欠な治療薬が入
手できなくなる。
　米国務省がその後、緊急的人道措置として食糧支援
などとともに PEPFAR による支援も凍結対象から外
すことを発表した。ただし、治療の継続や治療開始に
必要な検査、性と生殖に関する健康の権利に取り組む
組織の維持などに必要とされる関連支援は、凍結対象
のままとなる。
　UNAIDS は公式サイトの特設ページ Impact of US 
cut on global HIV response（米国による資金削減が世
界のHIV対策に与える影響）でPEPFAR をめぐるト
ランプ政権の対応や各国からの報告を定期的に紹介し

① https://api-net.jfap.or.jp/status/world/pdf/ImpactOfRecent_US_SshiftsOnTheGlobal_HIV_response.pdf
② http://www.ca-aids.jp/features/353_saikakudai.html
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　臨床心理士として幼稚園・保育園に通う性別違和の
ある子どもと接していると、「男の子の遊び」、「女の
子の色」、「男の子の持ち物」など、小さな子どもたち
の心身をがんじがらめにさせるジェンダー環境の強さ
を実感する。「多様性の時代」と言われて久しい昨今、
そもそも子どもに性差があるのか否か考えることがで
きる、ぴったりな一冊を紹介したい。
　本書は、発達心理学者が心理学や認知科学のさまざ
まな研究から言葉や攻撃性、感情、好みなど、子ども
の心理学的な性差について一般向けに論じた新書であ
る。筆者である森口佑介氏（京都大学大学院文学研究
科准教授）は、ジェンダーステレオタイプをもつ周囲
の大人たちが男児と女児とで関わり方を変え、その結
果としてほんの少しの性差が見られるようになり、そ
のほんの少しの性差が、さらに周囲のジェンダーステ
レオタイプによって増幅され、ひいては子どもの進路
や職業選択にまで影響を及ぼす……といった可能性に
ついて、これまでのさまざまな先行研究を通して論じ
ている。なかでも大人たちの「無自覚性」に注意喚起
を促す。そう、大人たちは意識して「女の子だから」
「男の子だから」と扱いを変えているわけではない。
あるいは、良かれと思ってジェンダー別の対応をする
ということもあるかもしれない。自覚は無いか、敢え
て行うか、いずれにせよ「自重すべきこと」として意
識化されているわけではない。
　就学時前の性別違和の子どもに好きな色を聞くと、性
別違和のある男児は判で押したようにピンクや薄い水色
など「女児的」とされる色を答える。ところが、あれだ
けこだわっていたピンクにだんだんと執着しないよう
になってくる。この傾向は性別違和のない女児でも同様
の傾向がある。いったい何がこの子たちをそうさせるの

か、とても不思議な現象だ。本書では色の好みが文化で
異なるとした研究が紹介されている。ペルーのアマゾン
地域、バヌアツ共和国のタンナ島の高地の村、コンゴ共
和国の狩猟採集の生活様式の子どもたちではピンクを選
ぶ傾向に性差はなく、こうした性差は都市部の子どもた
ちだけに見られる現象であるという。
　６章「学力の性差」を読んですぐに「漢字ドリル」
を画像検索、その後、「計算ドリル」を画像検索した。
私のパソコンの液晶画面には、筆者の言うとおり、漢
字ドリルでは赤系の表紙が、計算ドリルでは青系の表
紙が多くを占めた。「女の子はピンク、男の子は青色
という思い込みがあり、間接的にですが『国語＝赤色
＝女の子』『算数＝青色＝男の子』という暗黙のメッセ
ージをドリルの色を通じて伝えてしまっている可能性
もあります。このような暗黙のメッセージはあちこち
で見られます」。色から学ぶジェンダー行動。子ども
たちは無意識的にジェンダーを学び吸収していく。
８章で紹介された筆者たちの研究は実に考えさせら
れる。４歳から７歳の子どもを対象に、職場に「ものす
ごく賢い人」がいるという話を聞かせ、その人が女性
であるか男性であるかを表示された画像から選んでも
らうと、４歳～６歳では男児も女児も自分の性別を賢
いと判断したのに対し、７歳になると男児も女児も男
性を選ぶようになったという。勉強の始まる小学校に
上がると「男性＝賢い」というジェンダーステレオタイ
プが形成されるようになったのだ。ちなみに実際の学
力にはほとんど性差がないか、むしろ女児のほうがや
や良いというメタ分析の結果が本書では示されている。
　そもそも性差があるのかどうか、あるとすればどの
程度なのか、その要因は何なのかといったことに関心
のある人たちに、先行研究がしっかり明記された本書
の通読をお薦めしたい。男性脳・女性脳といった男女
を二分化した言説についても、なぜ間違っているか説
明をしてくれている。（明治大学准教授　佐々木掌子）

性差を問い直す

森口佑介著
発行　光文社
定価　946円（税込）

つくられる子どもの性差 
「女脳」「男脳」は存在しない
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研究会、研修会等の情報を下記まで、郵送または、
Fax 03-5801-6677 までお寄せください。
〒101-0051 千代田区神田神保町 1ー3  冨山房ビル５階
日本性教育協会「JASEジャーナル」係

日時：５月31日（土）13：00～17：00（受付12：30～）　 
会場：東京・武蔵大学江古田キャンパス（東京都練馬区豊玉上１－２６－１）

【タイムテーブル】
第1部　レクチャー編（13：00 ～ 14：30）
１. 「青少年の性行動全国調査」データの説明
２. 統計分析の基本的な考え方
３. SPSS の基本的な利用法
４. どうすれば知りたいことを分析できるか

（休憩 15 分）

第２部　トレーニング編（14：45 ～ 17：00）
１. 回答を適切に集計する
２. 複数の情報を組み合わせて考える
３. 参加者の関心に基づく分析事例
４. 質疑応答

主　催：日本性教育協会（JASE）https://www.jase.faje.or.jp
対象者：性行動・性教育の研究者（大学院生含む）、「青少年の性行動全国調査」に関心をお持ちの方
　　　　※なお、基礎的な PC スキルが必要です
受講料：6000 円
定　員：20 名（先着順）
申込み先：https://jase-seminar20250531.peatix.com/
申込み締切：2025 年 5 月 28 日（水）23：55（定員になり次第受付終了）
問合せ先：info_jase@faje.or.jp（JASE セミナー係まで）

　日本性教育協会では、1974年からほぼ６年おきに、全国の

中学・高校・大学生を対象にした「青少年の性行動全国調査」

を実施し、膨大な調査結果を分析したレポート『「若者の性」白

書』を出版しています。この調査結果は、教科書、教育書、研

究資料、マスメディア等に広く活用され、現代の若者の性意識・

性行動のあり方や、その変容を知ることができる貴重な調査研

究であると評価されています。

　本講座は、「青少年の性行動全国調査」に関心をお持ちの方な

どに、性行動全国調査委員会が行っている分析手法の概要を紹

介する初級セミナーです。2017年に実施された「第８回青少

年の性行動全国調査」のデータを使って、テーマに沿ったデー

タ分析の方法を解説し、統計分析ソフト（SPSS）を使って実際

にデータ解析をワークショップ形式で学ぶ講座となっています。

（PC持参不要）

日時：５月31日（土）13：00～17：00（受付12：30～）　 
会場：東京・武蔵大学江古田キャンパス（東京都練馬区豊玉上１－２６－１）

主　催：日本性教育協会（JASE）https://www.jase.faje.or.jp
対象者：性行動・性教育の研究者（大学院生含む）、「青少年の性行動全国調査」に関心をお持ちの方
　　　　※なお、基礎的な PC スキルが必要です
受講料：6000 円
定　員：20 名（先着順）
申込み先：https://jase-seminar20250531.peatix.com/
申込み締切：2025 年 5 月 28 日（水）23：55（定員になり次第受付終了）
問合せ先：info_jase@faje.or.jp（JASE セミナー係まで）

　日本性教育協会では、1974年からほぼ６年おきに、全国の

中学・高校・大学生を対象にした「青少年の性行動全国調査」

を実施し、膨大な調査結果を分析したレポート『「若者の性」白

書』を出版しています。この調査結果は、教科書、教育書、研

究資料、マスメディア等に広く活用され、現代の若者の性意識・

性行動のあり方や、その変容を知ることができる貴重な調査研

究であると評価されています。

　本講座は、「青少年の性行動全国調査」に関心をお持ちの方な

どに、性行動全国調査委員会が行っている分析手法の概要を紹

介する初級セミナーです。2017年に実施された「第８回青少

年の性行動全国調査」のデータを使って、テーマに沿ったデー

タ分析の方法を解説し、統計分析ソフト（SPSS）を使って実際

にデータ解析をワークショップ形式で学ぶ講座となっています。

（PC持参不要）

【タイムテーブル】
第1部　レクチャー編（13：00 ～ 14：30）
１. 「青少年の性行動全国調査」データの説明
２. 統計分析の基本的な考え方
３. SPSS の基本的な利用法
４. どうすれば知りたいことを分析できるか

（休憩 15 分）

第２部　トレーニング編（14：45 ～ 17：00）
１. 回答を適切に集計する
２. 複数の情報を組み合わせて考える
３. 参加者の関心に基づく分析事例
４. 質疑応答

から

「性行動調査データ分析性行動調査データ分析」
　　　　　講座講座《入門編》

▶
申
込
み
は
こ
こ
か
ら

日本性教育協会

「第8回青少年の性行動全国調査」のデータ
を使って、統計分析ソフト（SPSS）による
データ解析をワークショップ形式で学ぶ

講師・林 雄亮
武蔵大学社会学部教授
青少年の性行動全国調査委員
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　    好評発売中！

　　　　　　　　　　

　　日本ピアカウンセリング・ピアエデュケーション研究会／髙村壽子　編著

主な内容

第１章　なぜ、ピアカウンセリングなのか―主体的な生き方を支える健康教育の一方法

第２章　主体的な生き方を支えるピアカウンセラーの養成
2‒1　ピアカウンセラーになるために
2-2　カリキュラム展開の実際　Ⅰ
2-3　カリキュラム展開の実際　Ⅱ―セクシュアリティについて

第３章　主体的な生き方を支えるピアカウンセリング活動実践紹介―ピアカウンセリング手法による性＝生の健康教育を中心に

中学校のピアエデュケーション（対面方式）、中学校のピアエデュケーション（遠隔方式）、高校のピアカウンセリング／ピアエ
デュケーション（ハイブリッド方式）、駅ナカ保健室（ピアカフェ）、教育支援センター（不登校適応指導教室）におけるピア
活動、特別支援学校ピアエデュケーション、リフレッシュママクラス®、グループピアカウンセリング講座

第４章　コロナ禍におけるピアカウンセリング養成講座の評価
第５章　ピアカウンセリング活動を支えるしくみ／システム

ピアピアカウカウンンセリンセリンググ
実践ガイドブック

◆Ｂ５判：160頁　頒価3000 円（税込）

※送料等は、ホームページを参照してください。
◆  JASEホームページ https://www.jase.faje.or.jp/pub/pub.html からお申し込みいただけます。
　または、Email  info_jase@faje.or.jp
　TEL 03-5801-6788　FAX 03-5801-6677

第３章「朝山新一の性教
育スライドに込めたる思
い」より。PC、スマホ両
方に対応している。

【主な内容】
第1章　世界のセクソロジーにおける朝山新一の位置（東優子　大阪公立大学教授）
第2章　朝山新一の性行動調査（片瀬一男　東北学院大学名誉教授）
第3章　朝山新一の性教育スライドに込めたる思い（ 宇野賀津子　公益財団法人ルイ・パストゥール医学研究セ

ンター主席研究員）
資料解説　1974年「第 1回青少年の性行動全国調査」調査票の構想と作成（片瀬一男）
コ ラ ム　 ①『性の署名』にまつわるエトセトラ（東優子）　②朝山新一による成人期の性行動調査（片瀬一男）

③性の決定をめぐる、ジョン・マネーと朝山新一の関係（宇野賀津子）④可視化された性とから
だ―科学的性教育ことはじめ（池上千寿子　特定非営利活動法人ぷれいす東京顧問・理事）

　「日本のキンゼイ」と呼ばれた性科学者・朝山新一（元・大阪市立大学名誉教授、1908～1978年）。1974
年から始まった「青少年の性行動全国調査」の礎を築いた、日本の性教育・性科学の発展を牽引した第一人者です。
博士の功績をまとめた論文集が、電子ブックレットとして刊行され、日本性教育協会のウェブサイト上で公開
されました。「第1回青少年の性行動全国調査」（1974年）以前の調査票資料や、性教育授業の教材として作
成されたスライドなどの図版も多数掲載されていて、性科学、性教育に関心のある方に必見の書です。

JASE e-booklet『朝山新一の性科学と性教育』は無料公開中！
https://jase.faje.or.jp/book/asayama/
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第8回  青少年の性行動全国調査報告

本体2,200円 +税
Ａ5判 256ページ

全国の中学生・高校生・大学生を対象にし、1974年から 6年ごとにおこな
われてきた「青少年の性行動全国調査」。第８回（2017 年）調査をもとに、
青少年の性にかかわる実態にどのような変化が起こっているのか？　などを
的確にレポート。検討・分析のための貴重な論文・データ書！　

編／一般財団法人日本児童教育振興財団内 日本性教育協会　　発行／小学館

序　章　第 8回「青少年の性行動全国調査」の概要
第１章　変化する性行動の発達プロセスと青少年層の分極化
第２章　青少年の性規範・性意識からみる分極化現象
第３章　 家庭環境や親子のかかわりの違いは青少年の性行

動に影響を与えるか
第４章　 知識・態度・行動の観点からみた性教育の現状と

今後の課題
第５章　青少年の性行動と所属集団の性行動規範
第６章　青少年の避妊行動の実態と包括的性教育の可能性
第７章　性的被害と親密性からの／への逃避
第８章　青少年の性についての悩み
 　～自由記述欄への回答からみえるもの～
付表Ⅰ　「青少年の性に関する調査」調査票
付表Ⅱ　基礎集計表（学校種別・男女別）

１…性情報について
２…性教育をめぐる近年の社会的動向
３…LGBT学生について
４…男性の性的被害
５…「青少年の性行動全国調査」の困難と課題

主な内容

全国の書店にて、ご購入いただけます！

ム
ラ
コ
＊

好評
発売中！

全国の中学生・高校生・大学生を対象にし、1974 年から 6年ごとにおこな
われてきた「青少年の性行動全国調査」。第８回（2017 年）調査をもとに、
青少年の性にかかわる実態にどのような変化が起こっているのか？　などを
的確にレポート。検討・分析のための貴重な論文・データ書！　

すぐ授業に使える

性教育実践資料集
中学校改訂版

〈主な内容〉
第１章　 中学校における性教育（性教育を実践するにあたって／性教育の

目的と意義）

第２章　 性教育の実践（性教育の現状と実践の課題／学習指導要領におけ

る性教育の取り扱い／性教育の指導体制／指導計画の作成／性教

育実施上の留意点／家庭・地域との連携／中学校の性教育の今後

に向けて）

第３章　 指導事例（各学年における指導計画と指導の流れ／8つの1年生

の指導事例／6つの2年生の指導事例／6つの３年生の指導事

例／7つの個別指導事例／5つの組織の指導事例）

第４章　 参考資料（性行動経験率／性的なことへの関心割合／自慰経験率

／性的関心の経験割合の推移／性へのイメージ／性感染症報告数

の推移／梅毒患者報告数の推移／HIV・エイズ感染者の動向／人

工妊娠中絶実施率及び推移／用語解説） 定価2,200円（税込）　B5判・224ページ
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ＪＡＳＥ性教育・セクソロジーに関する資料室
JASE資料室は国内外の性教育、性科学等に関する文献資料を収集している開架式資料室です。
文献資料の数は約６万点以上、現在も日々、増え続けています。性教育、セクソロジーに関する
調査、研究のためにご利用いただけます。人間の性に関心がある方、ぜひ足をお運びください。

資料室に
ついて

資料室
利用方法

統計・調査報告書、ジェンダー・フェミニズム、性教育一般・性教育の歴史的資料、セクソロジー、民俗学・
文化人類学・風俗、性研究史・性学史、教科書・指導書・学習指導要領、国内学術誌、国際（海外団
体資料・海外学術誌）、高齢者・家族問題、文学・評論・エッセイ・文庫・新書、官公庁資料、JASE
刊行物、映像資料、個人論文、雑誌記事、新聞記事、絵本・写真集、ダイアモンド文庫、団体資料・
手引き・白書（都道府県資料、大学関連資料、官公庁資料など）ほか。

　　　　　　　　  　　https://opac.jp.net/Opac/search.htm?s=NS1JEYq24WsoCGy_N7GNQ_WQaeg

収集文献
・資料

【閲覧予約】事前に電話で予約が必要〔tel 03-5801-6788〕。貸出業務は行っておりません。

【開室日・時間】月曜日～金曜日11: 00～ 17: 00　

【休室日】土曜日、日曜日、祝日、年末年始　※この他、臨時に休室することがあります。

https: //www.jase.faje.or.jp/pub/archive.html

→
資
料
検
索


